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小型魚類は、多数の突然変異体が存在し、遺伝子導入や胚操作が容易であるなど、遺伝学や発生学
の研究に適したモデル脊椎動物です。「小型魚類を用いて脊椎動物の普遍的発生原理を探る」を主
要な研究テーマに、ゼブラフィッシュとメダカを用いて脊椎動物初期発生過程における体軸形成お
よび器官形成の機構研究をリードしておられる武田先生を招いて特別講演を開催いたします。 
多数のご来聴をお待ちしております。本講義は大学院特別講義です。 
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